
平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

838,876 962,556 979,890 0 0

821,610 944,869 962,690 0 0

指標(１） 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

目標値 32 34 38 39 40

実績値 35.4 37.0 35

達成率 110.6% 108.8% 92.1% ─ ─

達成状況 A：達成 A：達成 B：相当程度達成

指標重要度
の割合(％)

60 指標設定理由

指標(２） 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

目標値 2,011,000 2,051,000 2,168,000 2,174,000 2,180,000

実績値 2,112,677 2,162,576 2,263,836

達成率 105.1% 105.4% 104.4% ─ ─

達成状況 A：達成 A：達成 A：達成

指標重要度
の割合(％)

40 指標設定理由

平成30年度
達成状況 97.0% 【達成状況分析】

【指標重要度の割合の設定理由】

平成30年度（令和元年度実施）　　施策評価表

５　評価担当部

６　施策関連課

７　評価者

8-2-1

多様な学習活動への支援

伝統・文化と新たな息吹きが融合する魅力を世界に向けて発信するまち

生涯学習・生涯スポーツの推進

文化商工部

１　施策№

４　施策

文化商工部長

２　地域づくりの方向

３　政策

生活産業課 学習・スポーツ課 図書館課

図書館資料の貸出冊数
【冊】

図書館や地域文化創造館など、多様な学習ニーズに対応した身近な生涯学習の場づくりをすすめます。

多様化する生涯学習ニーズに対応するとともに、文化政策分野で果たすべき生涯学習の役割を明確にするため、平成２２年１０月に「豊島区生涯
学習推進計画」を策定し、この計画に基づき、様々な生涯学習施策を進めており、図書館課では、「子どもから大人まで知的好奇心を満足させる
図書館～区民の学習・情報センターとして～」を基本理念に「豊島区立図書館基本計画」を策定し、区内図書館７館で学び続ける意欲の向上を目
的とする生涯学習機会を提供する事業を計画している。また、子どもの読書離れ等の課題への取組として「子ども読書活動推進計画<第三次>」を
策定し事業を実施している。

　図書館課の事務事業評価における、主な活動指標は、来館者数、貸出冊数、蔵書数であるが、その数値も目標値を上回ってい
る。
　国際アートカルチャー都市、東アジア文化都市、東京オリンピック・パラリンピック等、区が実施している文化事業に関連した資料
や講演会・講座・展示企画の充実を図り、区民の生涯学習意欲を向上に取り組んでいる。
　また、区立幼・小・中学校に加え、区民ひろばへの団体貸出や図書館外のおはなし会等アウトリーチ型サービスのニーズも高まっ
ている。
　全体を通して施設管理や事業運営については、指定管理者制度や事業委託により効率化を図っている。

１０　施策の実現に影響を
      及ぼす環境の変化
　  （法改正、社会状況等）

８　施策の目標

子ども読書活動推進計画<第三次>事業に推進
豊島区立図書館基本計画事業の推進による学習・情報センターとしての図書館機能の充実を図る
点字図書館の充実による障害者サービスの向上

区民が求める生涯学習に関する情報を提供します。

区民がともに学びあい、地域文化を創造・発信する拠点を整備します。

基本計画指標

基本計画指標

９　施策の現状と課題

うち一般財源分（千円）

１１　今年度の
　　　施策の取組方針

費　　目

１２　投入コストの推移 事業費合計（千円）

「図書館や公開講座な
ど、多様な生涯学習活
動を選択する機会があ
る」について、肯定的な
回答をする区民の割合
【％】

「障害者差別解消法」（平成２６年４月）
図書館の管理運営事業に対する指定管理者制度の導入（平成２８年４月）
東アジア文化都市の開催（２０１９年）
東京２０２０の開催（２０２０年）

区民の多様な学習ニーズに対応した生涯学習の場づくりができているかを示す指標であるため

図書館の利用状況は、多様な学習活動支援の成果を示す指標のひとつであるため

１５　施策を構成する
　　　事務事業評価
　　　を踏まえた分析

１３　施策の達成度を測る
　　　指標の推移

１４　施策達成状況
B：相当程度達成

①　協働のまちづくりに関する区民意識調査は毎年、広範囲の区民を対象とし、多様な生涯学習活動につ
いて調査しているので６０%としする。

②　図書館資料の貸出冊数は毎年把握できるが、図書館の利用に限定される上、大規模改修等に左右さ
れるため４０%とする。

①　「図書館や公開講座など、多様な生涯学習活動を選択する機会がある」について、肯定的な回答をす
る区民の割合は昨年度より1.6ポイント上昇し、35.4%と高い評価を得ている。　また、今後の優先度も1.7ポ
イント上昇し29.7％であり、文化に関する生活環境のうち1位となっており、施策の成果が表れたと考える。
今後もより一層、区民のニーズに応えていきたい。

②　図書資料の貸出冊数は順調の伸びており、既に前期目標値を超えている。各図書館での特色ある事
業や展示に加え、指定管理館による新たなサービスの提供により、来館者も増加している。



平成30年度（令和元年度実施）　　施策評価表

１９　施策を構成する計画事業

事業整理番号 項目 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

事業費合計（千円） 130,635 143,141 143,651
うち一般財源分（千円） 130,635 143,141 143,651

現状評価 A：良好 A：良好 A：良好

事業特性１ 施策貢献度 ★★★ ★★★ ★★★

事業特性２ 今後の事業の方向性 A:現状維持 A:現状維持 A:現状維持

事業費合計（千円） 3,831 1,015 2,060
うち一般財源分（千円） 3,429 1,015 2,060

現状評価 A：良好 A：良好

事業特性１ 施策貢献度 ★★★ ★★★ ★★★

事業特性２ 今後の事業の方向性 A:現状維持 A:現状維持 A:現状維持

事業費合計（千円） 54,825 65,545 69,242
うち一般財源分（千円） 42,621 52,874 56,463

現状評価 A：良好 A：良好

事業特性１ 施策貢献度 ★★ ★★ ★★

事業特性２ 今後の事業の方向性 A:現状維持 A:現状維持 A:現状維持

事業費合計（千円） 215,805 248,433 271,185
うち一般財源分（千円） 214,507 247,061 269,710

現状評価 B：普通 B：普通

事業特性１ 施策貢献度 ★★ ★★ ★★

事業特性２ 今後の事業の方向性 A:現状維持 A:現状維持 A:現状維持

事業整理番号 項目 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

事業費合計（千円） 183,825 110,144 108,770
うち一般財源分（千円） 183,825 110,144 108,770

現状評価 A：良好 A：良好

事業特性１ 施策貢献度 ★ ★ ★

事業特性２ 今後の事業の方向性 一般事業(評価対象外) 一般事業(評価対象外) B:改善・見直し

事業費合計（千円） 3,745 3,896 2,769
うち一般財源分（千円） 3,745 3,896 2,769

現状評価 A：良好 A：良好

事業特性１ 施策貢献度 ★★ ★★ ★★

事業特性２ 今後の事業の方向性 A:現状維持 一般事業(評価対象外) A:現状維持

事業費合計（千円） 23,580 23,499 23,519
うち一般財源分（千円） 23,580 23,499 23,519

現状評価 B：普通 B：普通

事業特性１ 施策貢献度 ★★ ★★ ★★

事業特性２ 今後の事業の方向性 一般事業(評価対象外) A:現状維持 A:現状維持

事業費合計（千円） 19,836 22,695 18,893
うち一般財源分（千円） 19,836 22,600 18,833

現状評価 A：良好 A：良好

事業特性１ 施策貢献度 ★★★ ★★★ ★★

事業特性２ 今後の事業の方向性 一般事業(評価対象外) 一般事業(評価対象外) A:現状維持

事業費合計（千円） 59,632 60,759 60,322
うち一般財源分（千円） 59,632 60,759 60,322

現状評価 B：普通 A：良好

事業特性１ 施策貢献度 ★★ ★★ ★★

事業特性２ 今後の事業の方向性 A:現状維持 一般事業(評価対象外) A:現状維持

任意的事業

区立小中学校及び六大学へ図書運搬運営
経費

任意的事業

区単独

任意的事業

区単独

任意的事業

区単独

１８　新規・拡充事業の
　　　効果や必要性

点字図書館（ひかり文庫）運営経費

地域文化創造館管理運営経費

任意的事業

区単独

任意的事業

区単独

図書受渡し等の業務委託経費

0505-03

0505-04

0505-05

0505-06

0505-01

２０　施策を構成する一般事業

中央図書館閲覧貸出関係経費

0504-02

0505-02

0505-08

事業名

１６　施策貢献度の考え方
      （設定の根拠・理由）

　生涯学習意欲を向上させる手段として、図書館資料を活用するは有効である。そのためには、生涯学習や図書館を利用するきっ
かけとなる企画事業の充実、さらには、子ども読書活動を推進することで将来に向け読書や生涯学習に親しむことが大事であると
考え、閲覧貸出、企画事業、子ども読書活動支援を★★★とし、通常事業である点字図書、図書運搬、電算運営、指定管理者関
係、地域文化創造館管理運営、生涯学習推進を★★、今後の方向性として廃止・縮小等を含め見直しの可能性のある受渡業務、
廃止施設活用事業、遠隔地施設管理を★とした。

１７　来年度の方針
  　（課題解決策や改善策、
　　成果向上策について）

　豊島区生涯学習推進計画、豊島区立図書館基本計画、子ども読書活動推進計画（第三次）に基づき、引続き、多様化するが生涯
学習ニーズに応えるよう、各事業の進捗管理を行う。
　国際アートカルチャ都市として、２０１９年東アジア文化都市の開催、東京２０２０の開催に向けて、図書資料等の収集、講演会・講
座・展示等に力を入れていく。

0505-07

子どもの読書活動支援事業経費

事業名

区単独

任意的事業

区単独

区単独

視聴覚関係運営経費

企画事業関係経費

図書館業務の電算運営経費

任意的事業

　子ども読書活動推進計画（第四次）、豊島区立図書化基本計画（第二次）策定に向けて、区民の多様なニーズを把握するために、
次年度は「読書活動に関する実態調査」を実施する。（前回平成26年12月）
　電算運営経費については、バリアフリー対策として読み上げ機能やインバウンド対策としてフリーWi-Fiの要望が上がっており、対
応の必要性が求められている。また、利用者増に伴い、OＰCＡや自動貸出機、端末等を増やす必要性がある。
　好調な各館の貸出や区民ひろばや子どもスキップへの団体貸出に対応するために、図書資料費の拡充が必要となっている。（23
区比較区民一人当たりの図書資料費13位を10位以内に上げたい）
　千早図書館、上池袋図書館の老朽化が進み、応急的対応ではなく、抜本的改修が必要になっている。



平成30年度（令和元年度実施）　　施策評価表
事業費合計（千円） 109,430 229,401 229,709
うち一般財源分（千円） 109,430 229,401 229,709

現状評価 A：良好 A：良好

事業特性１ 施策貢献度 ★★ ★★ ★★

事業特性２ 今後の事業の方向性 一般事業(評価対象外) B:改善見直し A:現状維持

事業費合計（千円） 15,039 18,705 21,643
うち一般財源分（千円） 13,940 16,883 20,484

現状評価 B：普通 A：良好

事業特性１ 施策貢献度 ★ ★ ★★

事業特性２ 今後の事業の方向性 一般事業(評価対象外) 一般事業(評価対象外) B:改善・見直し

事業費合計（千円） 18,693 35,323 28,127
うち一般財源分（千円） 16,430 33,596 26,400

現状評価 C：不十分 C：不十分

事業特性１ 施策貢献度 ★ ★ ★

事業特性２ 今後の事業の方向性 一般事業(評価対象外) 一般事業(評価対象外) D:終了

0504-01

0501-32

区単独

指定管理者関係経費

廃止施設活用事業経費

遠隔地施設管理経費

0505-09

任意的事業

任意的事業

区単独

任意的事業

区単独



平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

610,524 636,799 557,018 4,250 4,250

561,028 587,962 510,593 4,250 4,250

指標(１） 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

目標値 25 25 25

実績値 19.9 23.7 23.7

達成率 79.6% 94.8% 94.8% ─ ─

達成状況 B：相当程度達成 B：相当程度達成 B：相当程度達成

指標重要度
の割合(％)

50 指標設定理由

指標(２） 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

目標値 60 60 60

実績値 50 50 50

達成率 83.3% 83.3% 83.3% ─ ─

達成状況 B：相当程度達成 B：相当程度達成 B：相当程度達成

指標重要度
の割合(％)

50 指標設定理由

平成30年度
達成状況 89.1% 【達成状況分析】

【指標重要度の割合の設定理由】

平成30年度（令和元年度実施）　　施策評価表

５　評価担当部

６　施策関連課

７　評価者

8-2-2

スポーツ・レクリエーション活動の推進【重点】

伝統・文化と新たな息吹きが融合する魅力を世界に向けて発信するまち

生涯学習・生涯スポーツの推進

文化商工部

１　施策№

４　施策

文化商工部長

２　地域づくりの方向

３　政策

学習・スポーツ課

週に1回以上スポーツを
実施する成人の割合
【％】

年齢や健康状態、障害の有無にかかわらず、誰もが生涯を通してスポーツにしむことができる環境を整備します。

豊島区体育協会や豊島区レクレーション協会、スポーツ推進委員と連携し、スポーツの振興に取り組んでいる。今後、さらにスポーツに親しむ区
民の割合を高めていくためには、ライフスタイルの変化等を踏まえつつ、東京オリンピック・パラリンピックなどを通じて、区民のスポーツやレクリ
エーションへの関心を高め、スポーツの実施につなげていく必要がある。

体育大会やスポーツ教室などはの参加者数は、堅調に推移しており、区民に一定程度の普及が進んでいると考えている。今後、若
い世代を中心に、スポーツ団体等に属さない人の参加を促していく取組の検討が必要である。オリンピック・パラリンピック気運醸成
は、効果的なイベントの実施や開催に向けた準備を着実に進めていく。また、スポーツ施設の維持・管理は、引き続き、利用者の増
加をめざしていく。

１０　施策の実現に影響を
      及ぼす環境の変化
　  （法改正、社会状況等）

８　施策の目標

東京オリンピック・パラリンピック開催に向けた区民の気運醸成

区内の関係団体と連携し、各種スポーツ大会や次代を担うジュニア育成、シニアの健康づくりにつながる講座や教室等を開催し、地域における区
民のスポーツ・レクリエーション活動を支援します。

基本計画指標

基本計画指標

９　施策の現状と課題

うち一般財源分（千円）

１１　今年度の
　　　施策の取組方針

費　　目

１２　投入コストの推移 事業費合計（千円）

「地域でスポーツに親しむ
環境や機会がある」につい
て肯定的な回答をする区
民の割合【％】

２０１９年ラグビーワールドカップ日本大会
２０２０年東京オリンピック・パラリンピック競技大会
２０２１年ワールドマスターズゲームズ関西
障がい者差別解消法の施行

区民の多様なニーズに対応した運動・スポーツの場づくりができているかを示す指標であるため

区民がどれくらいスポーツに親しんでいるかを測る指標であるため

１５　施策を構成する
　　　事務事業評価
　　　を踏まえた分析

１３　施策の達成度を測る
　　　指標の推移

１４　施策達成状況
B：相当程度達成

誰もがスポーツを楽しみ、さらに健康づくりにもつなげていくため、週に一回以上スポーツを実施する人の
割合の重要度を５０％に引き上げた。

スポーツイベント等の企画内容をできる限り早期に決定し、区民への周知期間を確保するとともに、広報と
しまや区ホームページに加えて、他の電子媒体なども活用した周知方法を検討し、参加者の増加につな
げていく。



平成30年度（令和元年度実施）　　施策評価表

１９　施策を構成する計画事業

事業整理番号 項目 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

事業費合計（千円） 43,649 44,670 36,376
うち一般財源分（千円） 43,649 44,670 36,376

現状評価 A：良好 A：良好 A：良好

事業特性１ 施策貢献度 ★★ ★★ ★★

事業特性２ 今後の事業の方向性 A:現状維持 A:現状維持 A:現状維持

事業費合計（千円） 4,908 4,908 4,483
うち一般財源分（千円） 4,908 4,908 4,483

現状評価 A：良好 A：良好 A：良好

事業特性１ 施策貢献度 ★★ ★★ ★★

事業特性２ 今後の事業の方向性 A:現状維持 A:現状維持 A:現状維持

事業費合計（千円） 521,746 553,918 489,615
うち一般財源分（千円） 472,250 506,131 445,319

現状評価 A：良好 A：良好 A：良好

事業特性１ 施策貢献度 ★★★ ★★★ ★★★

事業特性２ 今後の事業の方向性 S:拡充 S:拡充 S:拡充

事業費合計（千円） 37,037 18,669 12,762
うち一般財源分（千円） 37,037 17,619 10,633

現状評価 A：良好 B：普通 B：普通

事業特性１ 施策貢献度 ★★★ ★★ ★★★

事業特性２ 今後の事業の方向性 B:改善見直し A:現状維持 S:拡充

事業整理番号 項目 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

事業費合計（千円） 2,121 2,121 1,271
うち一般財源分（千円） 2,121 2,121 1,271

現状評価 B：普通 A：良好 A：良好

事業特性１ 施策貢献度 ★ ★ ★★

事業特性２ 今後の事業の方向性 一般事業(評価対象外) 一般事業(評価対象外) 一般事業(評価対象外)

事業費合計（千円） 1,063 1,208 1,206
うち一般財源分（千円） 1,063 1,208 1,206

現状評価 A：良好 A：良好 A：良好

事業特性１ 施策貢献度 ★★ ★★ ★★

事業特性２ 今後の事業の方向性 一般事業(評価対象外) 一般事業(評価対象外) 一般事業(評価対象外)

事業費合計（千円） 0 11,305 11,305 4,250 4,250
うち一般財源分（千円） 0 11,305 11,305 4,250 4,250

現状評価 B：普通 B：普通 B：普通

事業特性１ 施策貢献度 ★★ ★★★ ★★★

事業特性２ 今後の事業の方向性 一般事業(評価対象外) S:拡充 S:拡充

スポーツ表彰事業経費

任意的事業

区単独

任意的事業

区単独

任意的事業

区単独

任意的事業

区単独

１８　新規・拡充事業の
　　　効果や必要性

スポーツ施設の管理・運営

オリンピック・パラリンピック気運醸成事業経費

任意的事業

区単独

任意的事業

区単独

中学校地域スポーツクラブの育成モデル
事業経費

0504-08

0504-09

0504-07

２０　施策を構成する一般事業

スポーツ・レクリエーション活動の振興

0504-06

0504-03

0504-05

事業名

１６　施策貢献度の考え方
      （設定の根拠・理由）

東京オリンピック・パラリンピックなどを契機として、区民がスポーツの楽しさを知り、日常的なスポーツの実施につなげていく必要が
ある。体育施設の管理運営経費は、年々利用者が増加しており、区民のスポーツの機会創出に貢献していると考える。また、オリン
ピック・パラリンピックの気運醸成では、パラスポーツの体験イベントが好評であったため、「オリンピック・パラリンピック気運醸成事
業」の施策貢献度を高く評価した。

１７　来年度の方針
  　（課題解決策や改善策、
　　成果向上策について）

東京オリンピック・パラリンピック開催年となり、組織委員会や東京都などと連携したライブサイトやコミュニティライブサイト、聖火リ
レーイベントの実施、ホストタウンイベントなどが必要である。また、区民への気運醸成をさらに進めるため、庁内各部局のイベント
への出展や集客施設でのイベントなどにより、オリンピック・パラリンピックを身近に感じられるように取り組んでいく。

0504-04

生涯スポーツ推進事業経費

事業名

区単独

オリンピック・パラリンピック連携業務

任意的事業

組織委員会や東京都と連携したライブサイトや聖火リレーイベントの実施など豊島区全体で取り組み、東京オリンピック・パラリン
ピックを契機に区民一人ひとりのスポーツへの関心を高めることができる。



平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

55,103 45,215 47,426 10,568 10,568

53,176 40,707 252,883 10,568 10,568

指標(１） 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

目標値 15 36 36 42 42

実績値 6.1 32 36

達成率 40.7% 88.9% 100.0% ─ ─

達成状況 C：未達成 B：相当程度達成 A：達成

指標重要度
の割合(％)

70 指標設定理由

指標(２） 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

目標値 244 261 270 295 315

実績値 251 268 335

達成率 102.9% 102.7% 124.1% ─ ─

達成状況 A：達成 A：達成 A：達成

指標重要度
の割合(％)

30 指標設定理由

平成30年度
達成状況 107.2% 【達成状況分析】

【指標重要度の割合の設定理由】

「読み聞かせボランティア派遣制度」は、生涯学習成果の地域還元システムとしてわかりやすいモデル
ケースといえる。しかし、一つの講座の活用・発展事例であり、施策全体の指標としては、前記の重要度割
合と設定した。

生涯学習センターは、区民が主体的に学習機会を選択し、自らが成長するために学びのデザインを描い
ていけるような場であり、生涯学習研究・調査の場でもある。
みらい館大明との相互連携でプラットホームの整備と人材育成プログラムを行うことにより、学び合うコミュ
ニティの支援が実施できるようになった。

１２　投入コストの推移 事業費合計（千円）

指標変更
自ら社会参加しながら学
びあうコミュニティ数

平成28年12月　豊島区生涯学習推進協議会から「生涯学習センター機能実現に向けた意見書」が区長へ提出された。
生涯学習がワークライフバランスを意識した社会参画イメージに変化している。
平成30年12月　区長より豊島区生涯学習推進協議会へ豊島区におけるこれからの「都市型生涯学習」の在り方について諮問を受け次期計画に
向けて検討する。

H２８年度までは「協働のまちづくりに関する区民意識調査」の回答数を指標としていたが、H２９年度からは生涯
学習センターにより、自ら社会参加しながら学びあうコミュニティの実績値を把握することができるようになったた
め。

読み聞かせボランティアの活動及び育成状況を示す指標であり、仲間づくりや地域づくりにもつながっていると
考えられるため

１５　施策を構成する
　　　事務事業評価
　　　を踏まえた分析

１３　施策の達成度を測る
　　　指標の推移

１４　施策達成状況
A：達成

読み聞かせボランティア
派遣回数【回】

学習が個人のレベルで完結することなく、学習過程や活動成果を地域に還元し、自ら社会参画しながら学びあう仕組みづくりやネットワークの構
築に努めます。

　平成22年10月策定の「豊島区生涯学習推進計画」では、人びとが生涯にわたり自由に学び続けられる環境を整備し、さらに学習成果を地域に
還元し、地域コミュニティの活性化へとつなげていく「区民が主体の『学びの循環』をつくる」ことを目標としています。
　現在区においては、様々な講座、講演会等が開催され生涯学習環境の充実が図られていますが、区民が学習成果を地域活動に活かしたいと
思っても、その受け皿・仕組みが不足している状況です。これらの現状を補完し、学習や活動が個人レベルで完結することなく、自ら社会参画しな
がら学びあう「ネットワーク化」の促進を可能とする「生涯学習センター機能」の実現が求められています。

みらい館大明に生涯学習センター機能を整備することにより、個々の事務事業の有機的な連結が可能となった。

１０　施策の実現に影響を
      及ぼす環境の変化
　  （法改正、社会状況等）

８　施策の目標

生涯学習センター機能の実現のために、２つの局面に分けて取り組む。今年度はプラットホームの整備と人材育成プログラムの構築を進め、次
の局面であるワンストップサービスの実現やセンター機能窓口の整備につなげていく。

地域の文化・スポーツ活動の担い手である区民の主体性を尊重しつつ、活動の意欲向上や交流を支えることを通じ、地域コミュニティの活性化を
推進します。

補助指標

基本計画指標

９　施策の現状と課題

うち一般財源分（千円）

１１　今年度の
　　　施策の取組方針

費　　目

平成30年度（令和元年度実施）　　施策評価表

５　評価担当部

６　施策関連課

７　評価者

8-2-3

学びを通じた仲間づくり・地域づくり

伝統・文化と新たな息吹きが融合する魅力を世界に向けて発信するまち

生涯学習・生涯スポーツの推進

文化商工部

１　施策№

４　施策

文化商工部長

２　地域づくりの方向

３　政策

学習・スポーツ課



平成30年度（令和元年度実施）　　施策評価表

１９　施策を構成する計画事業

事業整理番号 項目 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

事業費合計（千円） 20,573 6,556 2,883
うち一般財源分（千円） 19,154 5,042 1,254

現状評価 A：良好 A：良好

事業特性１ 施策貢献度 ★★★ ★★★ ★★

事業特性２ 今後の事業の方向性 A:現状維持 B:改善見直し A:現状維持

事業費合計（千円） 5,850 5,850 3,500
うち一般財源分（千円） 5,850 3,300 3,500

現状評価 A：良好 A：良好

事業特性１ 施策貢献度 ★★★ ★★ ★★

事業特性２ 今後の事業の方向性 A:現状維持 B:改善見直し A:現状維持

事業整理番号 項目 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

事業費合計（千円） 5,487 3,195 3,056
うち一般財源分（千円） 5,487 3,195 3,056

現状評価 B：普通 B：普通

事業特性１ 施策貢献度 ★ ★★ ★★

事業特性２ 今後の事業の方向性 一般事業(評価対象外) 一般事業(評価対象外) 一般事業(評価対象外)

事業費合計（千円） 5,127 5,138 14,486 10,568 10,568
うち一般財源分（千円） 5,127 5,138 14,486 10,568 10,568

現状評価 A：良好 A：良好

事業特性１ 施策貢献度 ★★ ★

事業特性２ 今後の事業の方向性 一般事業(評価対象外) 一般事業(評価対象外)

事業費合計（千円） 18,066 24,476 23,501
うち一般財源分（千円） 17,558 24,032 230,587

現状評価 B：普通 B：普通

事業特性１ 施策貢献度 ★★ ★★ ★★

事業特性２ 今後の事業の方向性 B:改善見直し 一般事業(評価対象外) 一般事業(評価対象外)

事業名

区単独

生涯学習推進経費

任意的事業

事業名

１６　施策貢献度の考え方
      （設定の根拠・理由）

「としまコミュニティ大学」は、ノウハウの蓄積およびマナビト生（継続的登録受講生）同士のネットワーク形成など、今後の生涯学習
施策のステップアップに重要な部分を多く内包するものであるため、貢献度を高く設定した。
みらい館大明ブックカフェでの実践により、生涯学習センターの理念構築ができたため。

１７　来年度の方針
  　（課題解決策や改善策、
　　成果向上策について）

生涯学習情報の集約によるワンストップ窓口やWEBサイト導入による効率的発信などによる課題解決が検討されてきた。しかし、社
会参画イメージの変化とニーズ変化のスピードが速いため、その方法では固定化した仕組みになり内容も陳腐化してしまう。そこで
課題解決策の実施局面の順序を入れ替え、プラットホームの整備と人材育成プログラムの構築を進め、生涯学習センターを「としま
マナビスタイル研究所」として運営していくことで課題解決していく。

0504-14

豊島区若者支援事業

大学との協働による「としまコミュニティ大
学」経費

0504-11

0504-10

２０　施策を構成する一般事業

0504-12

0504-13

任意的事業

区単独

任意的事業

区単独

生涯学習推進協議会経費

任意的事業

区単独

任意的事業

区単独

１８　新規・拡充事業の
　　　効果や必要性

成人の日記念行事経費


